



Dissociation Constants of Arylmelamines 
Itaru HONDA， Yoshibumi OSHIMA 
The dissociation constants of seventeen kinds of arylmelamines have been determined by 
potentiometric titration in water， water-ethanol (1: 1) or water-acetone (1: 1) at 20士lOC.，and 
following results were obtained. 
1. The dissociation constant increased with increasing the dielectric constant of the solvent. 
2. The pKb * (PKb corrected by ionic strength) of substituted monophenylmelamines nearly 
fitted Hammett's equation， and decreased with decreasing a-value of substituted group 
on benzene ring. 
3. The introduction of alkyl group on amino nitrogen of melamine molecule increased the 
basicity， excepting the presence of steric hindrance. In particular， the introduction of 
alkyl group on amino nitrogen which substituted phenyl group increased more of the 
basicity. 
4. The introduction of phenyl group on amino nitrogen decreased the basicity. 




















25ccを加え，必要ならば加温して溶解し，水25ccを加え 20士 lOCとし 2ccミクロピュレット
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log α/(1-α)= 0のときの pHは5.17であった。したがって N-，9ー ヒドロキVエチノレー N-ブェ
















り， 9.41， 9.43および 9.69と順次大きな値をとってお
り，解離定数は小さくなっている D 溶媒の透電定数は水
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ラミン CXI)の場合を除き 3 ほぼ直線関係、にあり，
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(1) と NーメチノレーN'ーブェニノレメラミ~ (咽〕とを比較すると(咽〕の方がρfb*が小さいD 乙れ
は電子供給性のアノレキノレ基が置換されたため，それによってアミノ窒素の電子密度が大きくなり，
解離定数が大きくなったものと考えられる D しかしこの影響はそれほど大きくなし~また N，N'， 






つぎにアノレキノレ基の置換されている場所の煮異による影響を検討する。 Nー メチノレー N-ブェニノレ





つぎに置換されているアルキル基の種類による影響を検討する。 N-エナノレー Nー ブェニノレメラミ
ン (11)とN メーチノレー Nーブェニノレメラミン (V)とを比較すると. メチノレ基よりもエナノレ基の置換
された (1) の方が ρIKb* が小さ ~....o これはエチノレ基の方がより電子供給性であることにも原因は
あるが，そのほかに (V)について前に述べた立体的効果もエチノレ基の方が大きいので，この影響








いる O 本研究においては(][)と Uブェニノレメラミン()岨〉との水ーアセトン溶媒中でのρIKb*を求
めた結果， Dudleyの結果と同じくプェニノレ基の置換によっていちじるしく PKb*が増大することを
知った 2 乙れはブェニノレ基の電子吸引性にもとずくものと考えられる o
4. 総 括
17種のアリーノレメラミン類の解離定数を電圧滴定により71<.，水ー エタノー ノレ (1: 1 )また水一ア
セトン (1:1)中で 20士 lOCにおいて測定した結果，つぎのことがわかったっ
1) 溶媒の透電定数の増加とともに解離定数は大きくなるロ
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